
11.  .  メタルプラスのメタルプラスの初期販売状況初期販売状況固定通信事業

■初期販売状況は、新規サービスのため、法人市場では様子見の感が強いものの、

コンシューマは予定通り獲得が進捗

■06.3期は、提供エリアの拡大により、期末220万開通を目指す
■「KDDIまとめて請求」により、顧客の利便性向上を訴求し、差別化を図る

メタルプラスの契約数
（千回線）

2,200
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（注）05.3期末の（未開通を含む）メタルプラスの契約数は417千回線。 31



2.  2.  光プラスと光プラスとメタルプラスの展開計画メタルプラスの展開計画(1)(1)
■エリア展開計画

04.3期

マンション数の多い大都市圏
を中心としたエリアへ展開

マンション
全国レベルへ10月10日

ｻｰﾋﾞｽ開始

05.3期 06.3期

一戸建てを首都圏を中心に展開

全国レベルへ展開2月1日
ｻｰﾋﾞｽ開始

32

•電話がメインの
ユーザ

•光プラス未開通
エリアのBBユーザ

•光プラスエリア内の
BBユーザ

■顧客ターゲット

05.3末
人口カバー率20%
（300GC）

－06.3期はメタルプラスを中心とした直収サービスの展開を図る
－なお、FTTH市場の立ち上がり状況を見ながら、柔軟に光プラスの展開に対応

固定通信事業

06.3末
人口カバー率75%
（1,800GC）予定



ＫＤＤＩ高品質IP網（CDN）

お客様

ルータ

ソフトスイッチ

マイライン

NTT東西
固定電話網

既存電話網とのＧＷ

ＮＧＷ※

NTT局舎

■メタルプラス、光プラスによるお客様の直収化を推進すべく、共通バックボーンの

GCリングとCDN（Contents Delivery Network）を拡張

（Network Gateway）

2.  2.  光プラスと光プラスとメタルプラスの展開計画メタルプラスの展開計画(2)(2)固定通信事業

お客様

（ドライカッパ）

お客様

（FTTH）

auのEV-DO
基地局回線

ＧＣリング

ａｕ網
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